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新型コロナウイルスに関する注意喚起（その 138）： 

オミクロン株の蔓延度に応じた対応の第二段階への移行 

 

令和 4 年 2 月 14 日 

在オークランド日本国総領事館 

 

【ポイント】 

●アーダーン首相は、オミクロン株の蔓延度に応じた三段階の対応計画に関し、２月１５日（火）２３時５９分

より、第二段階（Phase Two）に移行すると発表しました。 

●感染者及び家庭内接触者の隔離期間は１０日間、家庭外接触者の隔離期間は７日間となります。 

 

【本文】 

２月１４日（月）午後、アーダーン首相は記者会見を行い、オミクロン株の蔓延度に応じた三段階の対応計画

に関し、２月１５日（火）午後２３時５９分から第二段階（Phase Two）に移行することを発表しました。なお、

「COVID-19 Protection Framework」（通称「信号機システム」）の「赤」が維持されており、学校やビジネス等

の閉鎖は発表されていません。 

対応計画の第二段階の概要は以下のとおりです。 

 

●第二段階は、市中感染が進んだ状態を指す。それ以上の蔓延を遅らせ、脆弱なコミュニティを保護するこ

とを目指す。 

●すべての感染者を特定するよりも、オミクロン株による重症化リスクが高い者、及び必須労働従事者

（critical workers：医療、食料供給、インフラ等）に焦点を当てることによって、リソースの逼迫を防ぐ。 

●新型コロナの症状がある者、接触者として特定された者、及び感染者の立ち寄り先(location of interest)に

特定の時間帯にいた者は、PCR 検査を受検する。 

●感染者の隔離期間は 10 日間とする。接触者の隔離期間は、家庭内接触者については 10 日間、家庭内

以外での接触者については７日間とする。 

●家庭内接触者は、隔離 3 日目及び 8 日目の PCR 検査受検を必要とする（それ以外の接触者は隔離 5 日

目に受検）。 

●デジタル技術をより多く活用する。一例として、感染者はテキストメッセージでオンライン自己判断ツールに

誘導され、リスクの高い接触（イベント、場所）に焦点を当てた調査を受ける。 

●PCR 検査とともに、迅速抗原検査（RAT）も活用される。接触者認定された無症状の必須労働従事者は、

例外的に、RAT での陰性結果を受けて職場復帰する。 

 

 オミクロン株への三段階の対応計画の詳細については、次のウェブサイトを参照してください。 

（Unite against COVID-19 ウェブサイト：オミクロン株への対応） 

https://covid19.govt.nz/prepare-and-stay-safe/about-covid-19/our-response-to-omicron/ 

（保健省ウェブサイト：オミクロン株への三段階の対応計画） 

https://www.health.govt.nz/covid-19-novel-coronavirus/covid-19-response-planning/omicron-community-

what-means-you#2 

（NZ 政府ビジネス関連ウェブサイト：例外的な必須労働者従事者の職場復帰スキーム） 

https://www.business.govt.nz/covid-19/close-contact-exemption-scheme/ 
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※新型コロナウイルスに関する日本・NZ の総合情報として、在ニュージーランド日本国大使館のホームペ

ージに関連情報を掲載しています。 

＜在ニュージーランド日本国大使館＞ 

（日本語）＊帰国の手続き（防疫措置等）、NZ 入国の情報等 

https://www.nz.emb-japan.go.jp/itpr_ja/corona_vrs_j.html 

（英語）＊主に日本のビザ・再入国・防疫措置の情報 

https://www.nz.emb-japan.go.jp/itpr_en/corona_vrs.htm 

 

※当館 HP（日本語）には、過去に発出したお知らせを掲載していますほか、当館 HP(英語)にも関連情報を

掲載しています。 

＜在オークランド日本国総領事館＞ 

（日本語）＊新型コロナウイルスに関する過去の領事メール 

https://www.auckland.nz.emb-japan.go.jp/itpr_ja/covid19_j.html 

（英語） 

https://www.auckland.nz.emb-japan.go.jp/itpr_en/visa.html 


